
国立大学法人京都工芸繊維大学の平成25年度の業務の実績に対する 

国立大学法人評価委員会の評価結果について 

 

 

標記のことについて、平成26年11月５日付けで国立大学法人評価委員会から

次のとおり評価結果の通知を受けましたので公表いたします。 

 

全体として、平成25年度計画の記載事項すべてにおいて「年度計画を上回っ

て実施している」又は「年度計画を十分に実施している」と認められるとされ、

それぞれの目標について「順調に進んでいる」と評価されましたが、その他業

務運営に関しては、国際規制物資の管理体制について課題があるとされました。 

 

個別の取組では、「戦略的・意欲的な計画」として、新たに、グローバル拠

点（ＣＯＧ）の形成に関する計画が認められ、優れた外国人研究者を積極的に

獲得するための年俸制に係る規定の整備、グローバルアクセス向上に向けたク

ォーター制の試行実施決定等がグローバル化促進に向けた取組として取り上げ

られました。また、「機能強化に向けた取組」として、「寸胴化・プロポーシ

ョン改革」による平成26年度からの教育研究組織再編に向けた必要な体制整備

の実施、優れた若手研究者を確保し、職位・年齢構成の見直しを図る「職位比

率プロポーション改革」に伴う年俸制導入目標人数の設定等が取り上げられま

した。 

そのほか、すべての授業を英語で行う国際科学技術コースの拡充、京都府と

の包括協定に基づく地域連携拠点の開設、産学官連携コーディネーター等を活

用した外部資金獲得、留学生・他大学生混在型の学生宿舎の整備等の取組が、

経営の活性化及び教育研究の活性化につながる取組として評価されました。 

 

平成25年度において課題とされた事項については、既に改善策を講じていま

すが、引き続き、徹底した見直しを行い、再発防止に向けて積極的に取り組ん

で参ります。その他の事項についても、教育研究の質の向上と大学運営の改善

に努め、地域社会をはじめとする、社会からの負託に応えていく所存です。 

 

平成26年11月14日 

国立大学法人京都工芸繊維大学 
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